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研究成果の概要（和文）：本研究では, ミニマリスト・プログラムの概念的基盤を明らかにするために，科学
史・科学哲学における理想化，因果性，実在の概念の分析に基づいて，特に生成文法／生物言語学の初期理論の
概念的枠組みに焦点を当てて，これらの概念の分析を行うことを試みた. この分析の結果，この3つの概念は何
らかの形で生成文法の初期理論の概念的枠組の一部となっていることが明らかになった．さらに，この分析結果
が持つ，アメリカ構造言語学と生成文法／生物言語学の歴史的・概念的関係（連続性と非連続性）の分析や初期
理論からミニマリスト・プログラムまでの理論的発展の概念的研究への理論的含意についても考察した.

研究成果の概要（英文）：In this project, in order to elucidate the conceptual foundation of the 
minimalist program in generative grammar/biolinguistics,　I have analyzed the concepts of 
idealization, causality and reality in the conceptual framework of the early theory of generative 
grammar/biolinguistics in terms of the analyses of these three concepts in the history and 
philosophy of science. It has turned out that a version of each notion has been incorporated into 
the conceptual framework of the early theory. In addition, I have considered theoretical 
implications of this result for the conceptual analysis of the continuity and discontinuity between 
American structural linguistics and generative grammar/ biolinguistics and for that of the 
theoretical development from the early theory to the minimalist program.

研究分野： linguistics

キーワード： minimalist program　idealization　causality　reality
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，３つの学術的に意義のある研究成果が得られた．第一に，生成文法／生物言語学の近代科学として
の概念的特徴と方法論的特徴が理想化，因果性，実在という3つの概念の観点からより明確に理解できることを
示したことである．第二に，アメリカ構造言語学の近代科学としての概念的性質及び生成文法／生物言語学との
科学史・科学哲学的な関係を3つの概念の観点からより明確に特徴づけることができることを示したことであ
る．第三に，これまで言語理論内部の理論的な概念の観点から説明されていた生成文法／生物言語学の理論的発
展過程を3つの概念の観点から特徴づけることが可能であることを明確にしたことである．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

Chomsky (1955, 1957)以来，生成文法／生物言語学は，60 年以上にわたる経験的な研究によ
って，個別言語の文法の特質とともに言語の普遍的な特質を解明しつつある．この間，生成文法
／生物言語学は，1960 年代の個別言語の文法の特質を明らかにすることを主たる目標とした段
階から，1980 年代の原理とパラメータの研究によって言語の普遍的な性質の解明を目標とする
段階を経て，現在は普遍文法の特質を普遍文法と相互作用する 2 つのシステム，運動-知覚系と
概念-意図系のインターフェイス条件と計算効率性などの一般的条件から導出することを目標と
するミニマリスト・プログラムへと発展した．このような経験的な言語研究と同時に，Chomsky 
などをはじめとする言語学者による，生成文法／生物言語学の近代科学としての概念的・方法論
的性質の考察が行われ，その言語理論の概念的・方法論的特質を解明する努力が進められている．
さらに，初期理論からミニマリスト・プログラムまでの言語理論の発展過程の特徴を明らかにす
る試みも行われてきた． 
しかし，このようなテーマは，これまで主として規則, 原理, 再帰性など言語理論内部の概念

的・方法論的特徴の分析や物理学などの他のより進んだ自然科学の分野との比較の観点から研
究が行われることが多く，自然科学の概念的・方法論的性質の理解を目的とする分野である科学
哲学の観点からの体系的な研究は十分に行われていなかった．そのため，生成文法／生物言語学
の近代科学としての概念的性質や方法論的特徴の理解が十分に明確になっていなかった．この
ためミニマリスト・プログラムの概念的基盤の特徴も科学哲学的な観点から十分に分析されて
いなかった．このような観点から 2017 度までの科研費基盤研究(C)では， 生成文法／生物言語
学におけるメカニズムの概念的性質を科学哲学の観点から明らかにすることを目的として研究
を行った．その結果，「メカニズム」の概念の性質を解明する研究をさらに進めるために取り組
む必要があるより根本的な問題があることが明らかになった．それは, 近代科学の方法論的特
徴となっており，科学哲学で活発に議論されている「理想化」，「因果性」，「実在」の概念の性質
を明確にして，これらの概念の観点から生成文法／生物言語学の概念的枠組と方法論的特徴を
明らかにすることである． 
 
２. 研究の目的 
 
上記のような状況を背景として，本研究では，科学哲学の観点から生成文法／生物言語学の近

代科学としての概念的性質と方法論的特徴を明らかにするという問題に取り組む．特に，自然科
学の概念的・方法論的特徴となっている「理想化」「因果性」「実在」の概念の科学哲学的研究に
基づいて，生成文法／生物言語学の初期理論に特に注目して，その概念的枠組にこれらの概念が
どのように組み込まれているかを分析することによってミニマリスト・プログラムの概念的基
盤を明確にすることを目的とする．さらに，生成文法／生物言語学の初期理論からミニマリス
ト・プログラムまでの理論的枠組の発展をこれらの概念の観点から考察することも試みる． 
 
３. 研究の方法 
 

2018 年度は，前年度までの科研費基盤（C）の最終年度の研究テーマと成果の一部を継続し
て，生成文法／生物言語学における因果性と理想化の概念的性質の科学哲学的分析を進めるの
と同時に因果性とメカニズムに関わる予備的な経験的研究も行う． 

2019 年度は生成文法／生物言語学において理想化，因果性，実在の概念がどのように組み込
まれているかを考察する．それと同時に，生成文法／生物言語学の初期理論の歴史的・科学哲学
的背景となる少なくとも４つの知的伝統，すなわち論理実証主義，アメリカ構造言語学，計算の
数学的理論と計算機科学，行動生物学（エソロジー）があることを確認し，その性質を明確にす
る． 

2020 年度は，4 つの知的な伝統のうち，アメリカ構造言語学と生成文法／生物言語学との概
念的方法論的連続性と不連続性について理想化と因果性と実在の概念を含めて科学史・科学哲
学の観点から考察する． 

2021 年度は，Chomsky が自然科学で通常採用されており，生成文法／生物言語学でも採用さ
れていると主張している「ガリレオ的思考法」と呼ぶ方法論と本研究のテーマとなっている 3 つ
の概念である理想化と因果性と実在との関係を考察する． 
 
４．研究成果 
 
 本研究によって，主として以下のような研究成果が得られた．  
第一に，理想化，因果性，実在の 3 つの概念は，生成文法が形成された初期理論の段階で，概

念的枠組の一部として組込まれていることが明確になった．以下では，説明の都合上，実在，理



想化，因果性の順に説明する．まず，実在の概念に関しては，生成文法／生物言語学が誕生した
際に起こった概念的枠組の決定的な転換の一つは，アメリカ構造言語学(特に Zellig Harris)では
言語学の方法は理論ではなく分析手順と考えられており，言語の心理的実在を認めていなかっ
たのに対して，Chomsky は，言語理論は実在に関わるものであると考えたことであったことが，
Chomsky の著書や論文やインタビューでの発言で示唆されていることが明らかになった．さら
に，この概念的枠組の転換は，17 世紀の科学革命で近代科学が形成された際に起こった概念的
枠組の転換―Copernicus などが天文学の数学的理論を道具主義的にではなく，実在を表すもの
と考えるようなったことによって起こったと科学史・科学哲学において主張されている転換―と
対応していることも明らかになった．この対応は，生成文法／生物言語学の誕生の際に起こった
概念的枠組の転換が 17 世紀の科学革命での概念的枠組の転換と類似した性質を持つものであっ
たことを示唆している．次に，理想化については，Chomsky が「ガリレオ的思考法(The Galilean 
Style)」と呼ぶ自然科学の方法論の最も重要な特徴は理想化と抽象化であり，生成文法/生物言語
学の方法論的な特徴ともなっていることを Chomsky は繰り返し主張している．しかし，生成文
法／生物言語学での理想化の性質の概念的分析はこれまでのところほとんど行われていない．
本研究では，生成文法／生物言語学は，McMullin（1985）が，ガリレオ的理想化と呼んだ，ガ
リレオが用いた方法論的特徴のうち，数学的理想化の特徴を持つことを明らかにした．さらに，
数学的理想化の特徴の中には，生成文法／生物言語学の理論的発展の概念的性質の説明に関わ
る特徴も含まれていることを指摘した．因果性に関しては，Chomsky はほとんど論じていない
が，生成文法／生物言語学では，Galileo と同じ種類の因果性の概念が導入されていることを科
学史・科学哲学の研究に基づいて明確にした．上記の結果は，いずれも，生成文法／生物言語学
の概念的枠組と方法論は，Chomsky が「ガリレオ的思考法」と呼ぶ自然科学の方法論の特徴を
持つことを示唆するものである．  
第二に,これらの 3 つの概念の分析結果に基づいて，アメリカ構造言語学と生成文法／生物言

語学の科学としての概念的特徴と方法論的特徴の連続性と不連続性とをこれまでよりさらに明
確にすることができることを明らかにした．まず，これらの 3 つの概念がどのように生成文法
／生物言語学の概念的枠組に組み込まれているのかを明確にするために，生成文法／生物言語
学の概念的枠組の形成に繋がる知的伝統を整理する試みを行い，少なくとも 4 つの知的伝統が
あることを明確にした．その上で，アメリカ構造言語学と生成文法／生物言語学の概念的・方法
論的関係を科学史・科学哲学の研究の観点から探る試みを行った．その結果，まず，理想化，因
果性，実在の 3 つの概念に関しては，アメリカ構造言語学では，これらの概念は認識されていて
も，学者によってこれらの概念に対する立場が異なっていることが分かった．さらに，これらの
概念を認める立場をとっていたとしても，アメリカ構造言語学の方法論の一部として体系的に
組み込まれてはおらず，これらを概念的枠組に組み込んでいる生成文法／生物言語学との間に
は不連続性があることが分かった．その一方で，分析の過程で，科学革命において，近代科学が
誕生した際に起こったと言われる「オカルト的説明」から「機械論的理解可能性」への転換がア
メリカ構造言語学でも見られることが明らかになった．したがって，この点に関しては，生成文
法／生物言語学との間に連続性があることが明確になった． 
第三に，この 3 つ概念の観点から，初期理論からミニマリスト・プログラムに至るまでの生成

文法／生物言語学の言語理論の発展の過程を分析するという展望が実効性のあるものであるこ
とが初期理論の概念的枠組の特徴を明確にすることで確認できた．さらに，この展望に沿って生
成文法／生物言語学の初期理論からミニマリスト・ブログラムまでの理論の特徴がどのように
変化し，発展したかを分析することによって生成文法／生物言語学の近代科学としての性質と
今後の発展の方向をより明確にすることができる可能性があることも明らかになった． 
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